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配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力(

Ｄ
Ｖ)

で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

暴
力
は
、
そ
の
対
象
の
性
別
や
加
害

者
・
被
害
者
の
間
柄
を
問
わ
ず
、
決
し
て

許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
重
大
な
人
権

侵
害
で
す
。
Ｄ
Ｖ
に
は
、
殴
る
、
蹴
る
な
ど

の
身
体
的
暴
力
だ
け
で
は
な
く
、
脅
す
、

大
声
で
の
の
し
る
、
性
行
為
の
強
要
、
生

活
費
を
渡
さ
な
い
、
使
わ
せ
な
い
、
携
帯

電
話
の
チ
ェ
ッ
ク
、
行
動
の
監
視
な
ど
、

精
神
的
・
性
的
・
経
済
的
・
社
会
的
暴
力
も

含
ま
れ
ま
す
。

も
し
も
、
身
近
な
人
か
ら
の
暴
力
に

悩
ん
で
い
た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
く

だ
さ
い
。

■
相
談
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
南
広
域
振
興
局
一
関
保
健
福
祉
環

　

境
セ
ン
タ
ー　
　

察
26
―
１
４
１
５

　

町
民
福
祉
課　

　
察
46
―
５
５
６
２

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は
届
出
が
必
要
で
す

家
屋
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取
り
壊
し

た
と
き
は
、届
出
が
必
要
で
す
。固
定
資
産

税
は
、毎
年
１
月
１
日
の
賦
課
期
日
現
在
に

存
在
す
る
家
屋
に
課
税
さ
れ
ま
す
。年
の
途

中
で
取
り
壊
し
た
家
屋
に
つ
い
て
は
、翌
年

度
か
ら
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、年
末
ま
で

に
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。  

■
未
登
記
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き

　

町
税
務
課
に「
家
屋
滅
失
届
」を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

■
登
記
済
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き

　
法
務
局
で
滅
失
登
記
の
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
滅
失
登
記
が
完
了

す
る
と
法
務
局
か
ら
通
知
が
役
場
に
届

き
ま
す
の
で
、
役
場
で
の
手
続
き
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
滅
失
登
記
を
行
わ
な
い
と

き
、
ま
た
は
滅
失
登
記
が
家
屋
を
取
り

壊
し
た
翌
年
以
降
に
な
る
と
き
は
、
町

税
務
課
に「
家
屋
滅
失
届
」を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■
注
意
事
項

　
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、
土
地

に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
税
額
が
変
わ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

居
住
用
家
屋
が
建
っ
て
い
る
土
地
は

「
住
宅
用
地
に
対
す
る
課
税
標
準
の
特

例
」が
適
用
さ
れ
、固
定
資
産
税
が
減
額

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、家
屋
を
取

り
壊
す
と
、
そ
の
土
地
は
特
例
の
適
用

か
ら
外
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課

　
察
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―
５
５
６
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日
本
遺
産「
み
ち
の
く
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
浪
漫
」Ｐ
Ｒ
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
１

　
日
本
遺
産「
み
ち
の
く
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
浪
漫
」

推
進
協
議
会
で
は
、認
定
ス
ト
ー
リ
ー「
み

ち
の
く
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
浪
漫
―
黄
金
の
国
ジ
パ

ン
グ
、産
金
は
じ
ま
り
の
地
を
た
ど
る
―
」

の
Ｐ
Ｒ
の
一
環
と
し
て
、構
成
市
町（
平
泉

町
・
陸
前
高
田
市
・
気
仙
沼
市
・
南
三
陸
町
・

涌
谷
町
）内
の
ゴ
ー
ル
ド
な
景
色
、ゴ
ー
ル

ド
と
し
て
象
徴
す
べ
き
モ
ノ
、身
近
に
あ
る

何
気
な
い
ゴ
ー
ル
ド
を
、１
枚
の
ポ
ス
タ
ー

と
し
て
表
現
す
る
Ｐ
Ｒ
コ
ン
テ
ス
ト「
き
ん

ぽ
す
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
期
間
…
12
月
31
日（
金
）ま
で

■
応
募
資
格

　

住
ま
い
・
年
齢
・
性
別
・
プ
ロ
・
ア

マ
・
国
籍
を
問
わ
ず
ど
な
た
で
も

■
応
募
方
法

　

き
ん
ぽ
す
公
式
サ
イ
ト

　

か
ら
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

日
本
遺
産
「
み
ち
の
く
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
浪

漫
」
推
進
協
議
会
事
務
局
（
涌
谷
町

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
） 

察
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観
光
商
工
課
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第
４
回
ひ
ら
い
ず
み
コ
コ
ロ
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
す

　

心
の
健
康
づ
く
り
と
、障
が
い
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
お
互
い
を
尊
重
し
合
え
る

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
…
12
月
２
日（
木
）　

　
　
　
　

午
前
11
時
30
分
～
午
後
３
時
15
分

■
場
所
…
役
場
２
０
１
会
議
室

■
内
容

▽
障
が
い
者
福
祉
施
設
の
紹
介
・
物
品

の
販
売

▽
講
話
「
障
が
い
の
あ
る
方
を
よ
り

理
解
す
る
た
め
に
」

▽
実
技
「
椅
子
ヨ
ガ
で
心
も
身
体
も
ほ

ぐ
し
ま
し
ょ
う
」

■
定
員
…
50
人（
事
前
予
約
制
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

察
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落
ち
葉
や
草
木
の
不
法
投
棄
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

落
ち
葉
掃
除
や
草
刈
作
業
な
ど
を

行
っ
て
、
集
め
た
落
ち
葉
や
刈
り
取
っ

た
草
木
を
土
壌
に
還
す
た
め
、
山
林
や

草
地
な
ど
に
投
棄
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、「
他
人
の
土
地
」へ
の
大
量
の
投

棄
は「
不
法
投
棄
」と
な
り
ま
す
。

　

落
ち
葉
・
枯
れ
葉
は
コ
ン
ポ
ス
ト
を
利

用
す
れ
ば
堆
肥
に
な
り
、
ま
た
、
法
律
の

定
め
に
よ
り
少
量
の
焼
却
は
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
適
切
な
処
分
を
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
焼
却
の
際
は
煙
の
量
や

風
向
き
に
注
意
し
て
近
隣
の
み
な
さ
ん

に
迷
惑
の
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
福
祉
課　
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11
月
は「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」で
す

　

児
童
虐
待
は
子
ど
も
の
権
利
を
侵
害

す
る
行
為
で
あ
り
、
子
ど
も
の
健
や
か
な

成
長
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
児
童
虐
待

の
防
止
は
社
会
全
体
で
取
り
組
む
べ
き

重
要
な
課
題
で
す
。

　

「
虐
待
か
も
と
思
っ
た
ら
」
市
町
村
の
相

談
窓
口
や
児
童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ

ル
察
１
８
９
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
虐
待
と
は

▽
身
体
的
虐
待

　

殴
る
、
蹴
る
、
叩
く
、
投
げ
落
と

す
、
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、
や
け
ど

を
負
わ
せ
る
、溺
れ
さ
せ
る
な
ど

▽
性
的
虐
待

　

子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、
性
的

行
為
を
見
せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ

フ
ィ
の
被
写
体
に
す
る
な
ど

▽
ネ
グ
レ
ク
ト

　

乳
幼
児
を
家
に
残
し
て
外
出

す
る
、
食
事
を
与
え
な
い
、
ひ
ど

く
不
潔
な
ま
ま
に
す
る
、
自
動
車

の
中
に
放
置
す
る
、
重
い
病
気
に

な
っ
て
も
病
院
に
連
れ
て
行
か

な
い
な
ど

▽
心
理
的
虐
待

　

言
葉
に
よ
り
脅
か
す
、
無
視
す

る
、
き
ょ
う
だ
い
間
で
差
別
的
な

扱
い
を
す
る
、
子
ど
も
の
目
の
前

で
家
族
に
対
し
て
暴
力
を
ふ
る

う（
Ｄ
Ｖ
）な
ど

■
相
談
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
福
祉
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察
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一
関
児
童
相
談
所　

察
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児
童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル　

察
１
８
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日
本
赤
十
字
社
義
援
金
の
募
集

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
下
記
災
害

の
義
援
金
な
ど
の
募
集
を
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。
義
援
金
に
つ
い
て
は

直
接
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
ま
た
は
郵
便
局

か
ら
送
金
い
た
だ
き
、
受
付
期
間
中

は
振
替
手
数
料
が
無
料
と
な
り
ま

す
。
な
お
、
こ
の
義
援
金
は
、
所
得
税

法
、
地
方
税
法
、
お
よ
び
法
人
税
法
に

基
づ
く
寄
附
金
に
該
当
し
ま
す
。

　

受
領
証
希
望
の
人
は
通
信
欄
に
「
受

領
証
希
望
」と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

【
令
和
３
年
８
月
大
雨
災
害
義
援
金
】

　

▽
口
座
記
号
番
号

　
　
０
０
１
９
０
―
２
―
６
９
７
１
６
７

　

▽
口
座
加
入
者
名

　
　

日
赤
令
和
３
年
８
月
大
雨
災
害
義
援
金

■
受
付
期
間

　
令
和
４
年
３
月
31
日（
木
）ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
課　

察
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議
）
の
過
程
（
プ
ロ
セ
ス
）
が
何
よ
り
も

重
要
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
生
会
議
を
通
じ
て
、
あ
な
た
の
気

持
ち
を
周
り
の
信
頼
で
き
る
人
た
ち
に

知
っ
て
い
て
も
ら
う
こ
と
は
、
あ
な
た

自
身
の
た
め
で
あ
り
、
ま
た
あ
な
た
の

信
頼
す
る
大
切
な
人
の
大
き
な
助
け
に

も
な
り
ま
す
。

■
人
生
会
議
の
進
め
方（
例
）

■
問
い
合
わ
せ
先

保
健
セ
ン
タ
ー　

察
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―
５
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11
月
30
日（
い
い
看
取
り
、看
取
ら
れ
）は「
人
生
会
議
の
日
」で
す
！

■
人
生
会
議
と
は

　

Ａ
Ｃ
Ｐ（
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・ 

プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
）
の
愛
称
で
す
。
Ａ
Ｃ
Ｐ
と

は
、
自
分
の
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
や

望
み
、
ど
の
よ
う
な
医
療
や
ケ
ア
を
望

ん
で
い
る
か
に
つ
い
て
、自
ら
考
え
、ま

た
、
自
分
の
信
頼
す
る
人
た
ち
と
話
し

合
い
、共
有
す
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。

■
元
気
な
う
ち
か
ら

　

誰
も
が
、
命
に
係
わ
る
大
き
な
病

気
や
け
が
を
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
命
の
危
険
が
迫
っ
た
状
態
に
な
る

と
、
約
70
％
の
人
が
医
療
や
介
護
な
ど

の
ケ
ア
な
ど
を
自
分
で
決
め
た
り
、
望

み
を
人
に
伝
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
住
み

慣
れ
た
地
域
で
、
最
期
ま
で
自
分
ら
し

く
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
に
は
、
元

気
な
う
ち
か
ら
私
た
ち
ひ
と
り
一
人
が

時
折
、
「
人
生
の
最
終
段
階
で
の
あ
り

た
い
姿
」
に
つ
い
て
考
え
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

■
話
し
合
い
を
重
ね
る
・
繰
り
返
す
プ

ロ
セ
ス

　

自
分
の
人
生
で
大
切
に
し
て
き
た
こ

と
や
望
ん
で
い
る
こ
と
、
人
生
の
最
終

段
階
で
の
あ
り
た
い
姿
な
ど
を
信
頼
で

き
る
周
囲
の
人
と
話
し
合
っ
て
お
く
こ

と
で
、も
し
も
の
時
に
、あ
な
た
の
信
頼

す
る
人
が
あ
な
た
の
代
わ
り
に
医
療
や

介
護
な
ど
の
ケ
ア
に
つ
い
て
難
し
い
決

断
を
す
る
場
合
に
重
要
な
助
け
と
な
り

ま
す
の
で
、
こ
の
話
し
合
い
（
人
生
会

信頼できる人や医
療・ケアチームと話
し合いましたか？

あなたが信頼でき
る人は誰ですか？

心身の状態に応じて意思は変化するため
何度でも繰り返し考え話し合いましょう

話し合いの結果
を大切な人たち
に伝えて共有し
ましたか？

あなたが大切に
していることは
何ですか？


